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　2021年1月17日（日）、パルトピアやまぐち 3階 中
ホールで基礎技術講習「Ｘ線CT検査」を開催した。受
講者数は16人であった。
　講師の人選は山口県CT研究会に依頼し、JARTが提示
している学習目標に沿った8科目（各45分、計6時間）
の講義と確認試験を行った。
　基礎技術講習は、診療放射線技師に必要な基礎知識の
再確認を行う講習会として位置付けられており、確認試
験も含まれることから、会場参集型の開催形式となって
いる（すでにe-ラーニング化されているものもある）。
　開催に当たっては、マスク着用と手指消毒の励行、ソー
シャルディスタンスの確保や換気の実施など『会場型講
習会開催ガイドライン（新型コロナウイルス感染対策）』
の順守に努め、自家用車で来場している受講者には、各
自車内で昼食を取ってもらうようお願いした。
　昨年11月以降、再び増加傾向にあった新型コロナウイ

一般社団法人山口県診療放射線技師会　理事（教育）　渡邊 征二

ルス感染症が年明けから全国で急増し、11都府県に緊急
事態宣言が発出されるに至った。山口県内においても各
医療機関での対応が続く中、何とか講習会を開催するこ
とはできたが、懸念事項もあった。
　基礎技術講習は全国の診療放射線技師が受講対象者
となっており、今回の講習会では県外から6人の参加が
あった。しかしながら、他県所属の受講者に関する情報
を把握するには開催直前に受け取る受講者名簿を確認す
るか、JARTへ問い合わせるしか手段がないのが現状で
ある。また受講者が順守すべき事項などを具体的に示し
た指針もないため、受講するか否かの判断は受講者の意
志に委ねられている。
　いまだ終息を見ないコロナ禍にある今、会場参集形式
での講習会については、受講者に対しても何らかの指針
を提示する必要があるのではないかと感じた。

診療放射線技師基礎技術講習
�®Ｘ線CT検査�  ̄開催報告
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「江戸（EDO）へ御座有れ」
　第4回は、「江戸」をテーマにご案内することにしよう。江戸と

いえば徳川家であろう。戦国の時代を安寧な時代に築き上げたこと

は、誰もが知るところである。この「江戸」という地名の発祥はい

つであろうか。語源は「水のあるところ」や「川の入り江のあると

ころ」という意味らしい。また「江戸」はアイヌ語の岬を意味する「エ

ト・エツ」に由来するという説もあるようで、平安時代後期の武蔵

国の江戸氏の一族がルーツとなる説が有力で、歴史書にも「江戸郷」

という地名で記されるようになった。

　さて、時代劇といえば江戸時代を舞台にした『水戸黄門』『大岡

越前』『暴れん坊将軍』などのTV番組から、『忠臣蔵』『大奥』『影武者』

などの映画に至るまで、数え切れないほどである。さらに最近では、

現代と江戸時代をタイムスリップする作品、『幕末高校生』『–JIN– 

仁』『江戸モアゼル』など興味深いものがあり、その中でも医療が

題材となった『–JIN– 仁』は必見であろう。細かくは語らぬが、江

戸時代後期にタイムスリップした主人公（医師）が出くわすのが「コ

ロリ」という病気（現代でいうコレラ菌）である。当時はワクチン

もなく、治療しなければ患者は数時間のうちに死亡することもあり

疫病として恐れられていたが、現代医学の知識を持った主人公が「病人との隔離」「生ものは食べない」「身体と衣服を

清潔にする」など、当時、可能な措置と具体的指示で災難を回避していくのである。そう、ピンときた方もいるかと思

うが、感染拡大防止策で、昨年から問題となっている新型コロナウ

イルス感染症と状況は一緒であり、何の因果なのか「コロリ」と「コ

ロナ」は一文字違いでもある。

　とりわけ、なぜ江戸時代を身近に感じるのか。それは幕末から

150年しか経過していないこと、急速に経済や文化が発達したこと、

それ故、いまだに数々の史跡が現代にも垣間見られることからで

あろうか。であれば、ぜひ、皆さまには江戸の歴史を身近に体感い

ただけるよう、TVや映画を通してイメージとキーワードを持って、

江戸（EDO）にお越しいただきたく御座候。

information
第37回日本診療放射線技師学術大会

第23回アジアオーストラレーシア地域診療放射線技師学術大会（23 rdAACRT）
第28回東アジア学術交流大会（28 thEACRT）

東京への道　Ｇｏ Ｔｏ ＴＯＫＹＯ

副大会長　麻生　智彦
（公益社団法人東京都診療放射線技師会）

第4回

江戸城最古の現存建造物の田安門（千代田区）

忠臣蔵の討ち入りで有名な吉良邸跡（墨田区）

江戸の全てが詰まった江戸東京博物館（墨田区）
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執務時間：月曜日から金曜日の午前9時30分より午後5時30分まで。
ただし、土曜、日曜、休日、祝日、創立記念日（7月13日）および年末年始（12月29日～1月3日）は
執務致しません。

事務所
案内

論文投稿システム運用に伴う投稿規程改定の紹介
information

　2020年11月より論文投稿がオンライン化されました。これに伴い、2020年度第6回理事会で本会が定める投稿規程が一
部改定されました。
　これまでは「原稿を正副2部提出し、正原稿には電子媒体にて当該データを添付」（旧投稿規程引用）して本会事務局に郵
送する必要がありましたが、「オンライン投稿システムを用いて投稿する」（新投稿規程引用）と改定されました。電子化によ
り紙媒体や郵送の手間をなくし、時代に即した形式に変更されています。
　投稿規程は毎号会誌に掲載されています。またオンライン投稿ページからも閲覧可能です。上記内容以外にも変更された
細かな項目がありますので、会員の皆さまには論文の執筆前に必ずご確認いただくようお願い致します。
　なお、具体的なオンライン投稿方法については、本会会誌2020年11月号または本会Webサイトトップページ右側のバナー
「論文投稿システムはこちらから  Editorial Manager」をご参照ください。

information
学術研究助成金の公募について
　診療放射線学および診療放射線技術の向上に寄与し、診療放射線技師の将来的発展が期待できる研究について、
下記の通り公募することになりましたのでお知らせします。 

　公募期間　3月1日（月）～3月15日（月）【必着】

　研究期間　4月1日（木）より1年間

information
　「業務拡大に伴う統一講習会」および「診療放射線技師基礎技術講習」の開催日程につきましては、ホームページで
随時更新しておりますので、そちらをご参照ください。

ホームページ閲覧のお願い

■ 「業務拡大に伴う統一講習会」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/schedule.html
■ 「診療放射線技師基礎技術講習」開催日程：www.jart.jp/activity/lifelong_study/ib0rgt000000603l.html 

information

ホームページからでも、書類でも・・・本会への入会は、次のいずれかの方法によりお手続きいただけます。

書類のご提出によるお手続きの場合は「申込書」を本会事務局までご請求ください。
TEL：03-4226-2211　　E-mail：info@jart.or.jp

ぜひ周りの非会員の方に、お知らせください。

本会への入会手続きについて（お知らせ）

1 本会ホームページ（http://www.jart.jp）から“新規入会はこちらから”をクリック
2 書類のご提出


